
 

 

 

 

 

 

2年生がん教育講演会／ 3年生性教育講座  

学んだことを 生活の中で生かしていく 

2 年生 がん教育講演会  

12 月 5 日（月）２年生を対象にがん教育講演会を行いました。新潟県がん教育講師の伊野昌子さんから、体験

を通した話をお聞きし、がんという病気との向き合い方や自分の命について考える機会となりました。 

 【生徒の学びの一部を紹介します】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 年生 性教育講座 

１２月１９日（月）に行った３年生対象の性教育講座では、助産師の上原尚子さんから、妊娠と出産、性感染症、

LGBT 等多岐にわたってお話しをしていただきました。その中には、「プライベートゾーン」は他人に見せても触ら

せてもいけない大切な場所だということ、同意のない性的な言動はすべて性暴力だということ等、生徒にとって

は初めて聞くこともあったようです。また、LGBT や SOGI などの説明を聞く中で、「いろんな性を尊重して、自

分も自分らしく生きていくことが大切」と多くの生徒が感じたようです。 

 【生徒の学びの一部を紹介します】  

 

 

 

 

 

 

令和４年１２月２３日 

能生中学校 保健室 

NO.７ 

がんは、2人に 1人がなると知り、驚きました。私はがんになったら死んでしまうというイメージ

を持っていたのですが、早期に発見すれば、高い確率で治る可能性があるということを初めて知り

ました。もし、自分の周りの人ががんになったら、私も不安になるけど、それ以上に当事者が一番不

安だと思うので、前向きになれるように明るい言葉をかけてあげたいと思いました。 

2人に 1人ということは、私もがんになる可能性があるということ。でも予防ができるということ

も知ったので、普段の生活を意識していきたいです。 

人それぞれ体や心は違うので、それを認めて尊重することが大事だとわかりました。妊娠や避妊

のことは今までよく考えたことはなかったけれど、自分も相手も傷つけないようによく理解して、

適切な行動をしていきたいと思います。私は相手に自分の気持ちを口に出して伝えることが苦手で

すが、普段から相手に自分の気持ちを伝える勇気を持ちたいと思いました。自分の心と体を大切に

したいです。 



【保護者の方へご連絡】 

① 冬季休業中も健康観察アプリ「リーバー」の入力をお願いします。 

１２月から始まったリーバーを活用しての健康観察、毎日ありがとうございます。皆様のおかげ

で、学級担任も確実に把握できております。引き続き、冬季休業中もリーバーに入力をお願いします。 

感染状況を把握することで、冬季休業中の生徒の健康状態を把握し、感染予防の早期対応措置を行う

ことができます。ご協力をお願いします。 

感染症に罹患した場合 

「その他コメント」欄を活用して罹患状況を記載していただくと、詳しく把握できありがたいです。

（特別な場合以外、電話での連絡は不要です。） 

罹患中の経過の把握も行っていますので、罹患中の入力もよろしくお願いします。 

② 療養解除届について 

冬季休業中に感染症に罹患して療養期間が 1月 10日（始業式）以降に続く場合、出席停止になりま

す。その場合、罹患後に登校する際は学校に「療養解除届」の提出が必要となります。能生中学校のホ

ームページからダウンロードできますので、ご自宅でご準備の上、ご提出ください。                                       

 

≪新型コロナウイルス感染症に罹患した場合≫     ≪インフルエンザに罹患した場合≫ 

→療養解除届（新型コロナウイルス感染症用）      →療養解除届（インフルエンザ用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

療養解除届は、学校のホームページからダウンロードできます。 

保護者の方が記入して、提出します。 

※インフルエンザについても、R4年 12月から「療養解除届」（保護者記入）の

様式になりました。 

≪上記以外の感染症の場合≫  

今まで通り、 

医療機関で記入してもらいます。 


